
























































　大統領の科学技術政策に最も直接的に影響を及ぼすのが APST（Assistant to the President for Science and 
Technology：科学技術担当大統領補佐官）である。APSTは常時、科学技術政策の立案と実行において大統領に助
言を行う。現在の APSTはジョン・H・マーバーガー氏である。APSTの指揮下で多様な機関からの情報を集約分





ろにある。２００６年に OSTPは米国競争力イニシアティブ（American Competitiveness Initiative-ACI）を立案した。
その中には以下のような科学技術政策展開の方向性が示されている。
<『米国競争力イニシアティブ』の主要提案 >






































NSTC内の主要な委員会としては、科学委員会（Committee on Science）・技術委員会（Committee on Technology）・
環境資源委員会（Committee on Environment & Natural Resources）・国土安全委員会（Committee on Homeland 












































接配分される資金以外に、その研究者を雇用している大学に配分される多額の IC（Indirect Cost or Over Head：
間接経費）が存在する。ICは大学の収入の主要部分を占めることになるので、自動的に各大学には多額の競争的資
金を獲得できる研究者を雇用するインセンティブが働く。大学は競争的資金を獲得できる研究者の雇用に際して、




















　表７は米国の主要機関の若手研究者対象の競争的資金制度を示している。NIHの Independent Scientist Award
は独立直後研究者を対象に年間１２万ドル程の研究資金が５年間支給され、NASAの New Investigator Programは
テニュア・トラックを対象に８万～１０万ドルが３年間に渡って配分される。NSFの CAREER Programは年間１０万
ドルの研究費が５年間、DODの Young Investigator Programはテニュア・トラックを対象に年間１０万ドルが３年
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